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成果の概要  竹本操 

 

課題名：腸内細菌の代謝産物による T細胞賦活化機構の解析とその応用 

 

【研究概要】 

患者の腸内細菌叢はがん免疫治療の効果に影響する。しかし、治療効果に有益な

腸内細菌の代謝物やその作用機序は明確ではない。我々は T 細胞の免疫反応を模

倣する培養細胞系を構築し、様々な代謝産物を含む内因性化合物ライブラリー (総

数 400 化合物) のスクリーニングを行なった。その結果、ヒット化合物が T 細胞の免

疫機能を賦活化することを見出した。本研究では、ヒット化合物がどのように作用して

T 細胞の免疫機能を亢進するのかを明らかにし、既存の免疫治療との併用療法とし

ての応用を目指す。 

 

【研究成果】 

本支援により行った実験 

1) 分泌型 PD-L1 を検出する ELISA アッセイを用いて、ヒット化合物の影響を確認

した。 

2) RNA-seq により、スプライシングバリアントを含む全ての mRNA レベルの発現を

確認した。 

3) CD9 と PD-L1 を表面に持つエクソソームを特異的に検出する ELISA アッセイを

用いて、ヒット化合物の影響を確認した。 

これらの実験により、それぞれの知見を得ることができた。 

 

【今後の見通し】 

 CD9とPD-L1を表面に持つエクソソームを特異的に検出するELISAアッセイでは、

エクソソーム自体が減少しているのか、エクソソーム上に存在する PD-L1が減少して

いるのか、不明である。今後は、その点について詰めていく。 

 


